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1．摩湯山古墳（岸和田市郷土文化室学芸員を招き、自然環境部会 見学会として実施）（H23年9月）
　（1）概要

資料と学芸員の説明によれば、ここは古墳時代前期（４世紀中～後半）の前方後円墳で、昭和３１年に国の史跡に指定され、昭和４９年に岸和田市の所有になっているそうです。

古墳の全長は約200mあり、前方部幅約100m高さ14m、後円部径127m高さ20mで、丘陵部の先端に築造されていて、泉州地域では一番の大きさだそうです。






　（2）観察コメント

　　○国の史跡ということか、柵で立ち入りが禁止され、かってあった松林はほとんど朽ち、現在は自然山

林のように色々な樹木が鬱蒼と茂っていた。古墳の状態は荒らされた様子はないが、前を進むのに枯

れ枝を払いのけながら歩かなければいけない状態を、このままずっと放置しておいて良いのか、発掘

調査をしっかり行い市民が自由に散策できるようにした方が良いのか、考えさせられた。

　　　○日照りで暑い中、木陰のお陰で涼しさを感じながら、クスノキ、サカキ、クロガネモチ、イヌマキ、
アラカシ、ナンテン、アカマツ等の林立している木々の間を、山岡さんの説明を聞きながらあちこち
散策、しばし自然界に浸りました。国の史跡として大切に保護されているこの現状を守って欲しいと
考える、反面この古墳に何が祀られているのか好奇心がそそられる。

少し気になったのは、真竹が4・5本侵入し始めています。これを早い時点で伐採して欲しい。全国的に竹林の猛威が山を駆逐している。

　　　○森の荒れ様にはびっくりしました。文化庁の管轄で立ち入り出来ないせいでしょうが、倒木や枯れ枝
は放置されたままで、歩くのにも支障をきたす状況にはちょっと興醒めしました。昭和３１年に国の
史跡に指定されて以来、正式に調査をされたわけでもなく人の立ち入りを禁止しているので、良く言
えば自然がそのまま残っている訳ですが、野放図に放置していただけとも言え、無秩序に雑木が繁っ
ています。昭和３０年代の資料では松林に見えますが今は全く植生が変わり松が消えて雑木林になっ
ています。国の指定を受けたことが何のプラスにもなっていません。残念なことです。もう少し手を
入れれば神於山のように豊かな自然が再生できるのではないでしょうか。市街地からも近く市民の憩
いの場所にすることも出来そうなのに・・・。何となく矛盾を感じた一日でした。

　　　○見学に際し頂きました資料を拝見しますと、古墳の植生、５０～６０年前とは随分違うようですが、
人工的に替えたものではないそうで驚きました。古墳の地表では樹木が枯れて地表に日光が届く所に
は、次の世代の樹木が育ってる様子が観られ、改めて自然のすごさ、すばらしさを感じました。
現在同様人の手を殆ど加わらなければ数十年～数百年後には現在とは違う植生に成るのかも知れません、その植生が、人の目にも古墳にも良いものであって欲しいなと思いました。
　　○木立は、思ったより明るく、下草はほとんど無く、一面枯れ葉に覆われていました。歩くと、かさ

　　　こそと表面の枯れ葉が音を立て、足元にふかふかと、軟らかい腐葉土の感触が伝わってきました。

　　　時々枯れた枝が前方を遮り、そこここに倒木の朽ちた姿が見られました。自然の状態らしく、朽木

や落ち葉から、数種類のきのこ類が多く生えていました。意外に思ったのは、決して人の立ち入れ

ないようなうっそうとした藪の状態ではなく、木々の生える間隔も程良く、雑木林のようであった

事でした。蝉の鳴き声もまだ聞かれ、足元には、蝉の抜け殻もありました。
　　　　摩湯山古墳は、50年以上前に国の史跡に指定されて、人の立ち入りが禁止されて以来、それまで

の松の植えられた里山から、自然の状態に置かれ、50数年を経て、今の雑木林のような様相となっ

たそうで、このまま自然の状態に置かれると、やがては極相林に向かう、途上の状態と教えていただ

きました。古墳が人の手が入らない自然な状態で長く保たれることは、種の多様性の保存という観点

からも、大変に貴重な場所になるのではと思いました。

　　　　今回の調査では、身近な場所でありながら、自然の状態に保たれている、特別な場所を歩くという、

貴重な体験をさせていただきました。歩きながら感じた事ですが、自然の営みの中では、無駄な事な

ど何一つなく、全てが循環する完璧なシステムが存在しているという、奇跡とも思える自然の偉大さ

でした。その中にあって、私はというと、まるで童心に戻り、秘密基地でも作りたくなるような、心

の底からわくわくするような、生き生きとした喜びを感じていました。おそらく私は、自然の営みか

ら、五感を通して多くの刺激を受けて、活性化した状態になり、気分が若返ったような感じがしまし

た。また、一生命体として、自然の循環の中に存在しているという、一体感と安心感を、無意識のう

ちに感じていたのだと思います。

　　　　私は、古墳はこのまま何も人の手を入れずに、自然の状態に保たれることを望みます。それと同時

に、矛盾しているかもわかりませんが、私は、このような自然に保たれた場所に、もっと人が、特に

子ども達が触れる機会が増えれば、自然と気持が癒され、生きる事が楽しくなって、多くの事を自然

から学べるのではないかと思いました。
今日にあって、何十年か昔のように、人々がもっと自然を身近なものとして暮らしていける環境を

　　　　目指すのは、難しいと思いますが、大切な事だと思いました。また、今ある自然を大切に残し、守っていく事は、後世の人々への暗黙の約束のようにも思えました。
○斜面部分はモチノキなどの常緑の木がうっそうと茂り、太陽の光はほとんど届かないためか、下草もほとんど生えていない状態でした。

また、古墳前部尾根付近では部分的ではありましたが、コナラを中心とするような明るい林（テレ

ビでよく見るような“里山”の風景）も見受けられました。ここでは、林内に日が差し、下草や幼木が多く生えていました。
　　　　過去の調査から、摩湯山古墳の植生は昭和30年以降、アカマツ林⇒コナラ、ハゼなどの太陽の光

が必要な木の林⇒アラカシ、モチノキなどの太陽の光が少なくても育つ常緑の木の森、と変わってき

たことが分かっているそうです。そして、あちこちでアカマツやコナラが枯れ、回りの常緑の木がス

クスク育っている様子がうかがえました。これは、人の手が入らないことで、アカマツやコナラだっ

た林が、アラカシやモチノキなどの常緑の木の森にとって変わっていく様子を実際に見ることができ

る、興味深い光景でした。

　　　　また、摩湯山古墳南東部では、放置された竹林が古墳内部にまで広がってきている光景も見られま

した。竹はもともと、人が人為的に持ち込んだものです。放っておくと、摩湯山古墳も他の山のよう

に竹に侵食されるんじゃないかな、と少し心配になりました。

　　　　　今回の調査で、摩湯山古墳は周辺の里山と比較して、人の関わりと植生の移り変わりを感じられる

絶好の場所でした。自然環境は、人間の活動により大きな影響を受けることがよく分かりました。

　　　　この古墳は自然の地形を利用しながらも人為的に作られ、人が古くから関係してきた場所であり、

人と自然の関わりが形作る歴史もあるのだと感じました。
（3）確認した植物
　　　○樹木　クスノキ、サカキ、クロガネモチ、イヌマキ、アラカシ、ナンテン、アカマツ、モチノキ

　　　　　　　コナラ
　（4）問題点　

　　○倒木と枯れ枝の処理

（5）提案

　　　○発掘調査をし、開放する。

　　　○自然のまま放置し、その状態を観察する。

2．三田町・東ケ丘町　(H23年10月)
　（1）概要

　　　　地図上での東山公園は前回の摩湯山古墳を思わすような放置された山林であり、その周辺に釣り堀を

している池、人工水辺を造っている池もありましたので調査しました。







　（2）観察コメント

　　　○調査後、公園街路課に尋ねたところ市販の地図にグリーン色で「東山公園」と描かれているのは計画

で、実際管理している公園は現地で見たとおり道路沿いの外周だけだそうです。奥の方は私有地です

が、地主の好意で、町内会にグラウンドとして使ってもらったり、山林の中の整備活動もしてもらっ

ているそうです。

○鮒つりを楽しむ人達の周辺にボロギク、セイタカアワダチソウ、イタドリ、マルバルコウソウ等々

　の野草が茂っており、それを踏み分け土手を歩き調査をしながら、周辺を眺めていると、偶然に素

晴らしい景色が目に入りました。東側に池を望み、南方向に市街地の遠景を眺められる高台に数軒の邸宅がずっしりと建っていました。こんな処で住みたいなぁ。

一方、池近くに25年前から住んでいる方が「幹線道路が2本通ってから、水鳥の飛来が減り、水

面に霧が現れなくなり、初めの頃と違って、住み難くなってしまったよ。」と、ぽつり話されました。意味深いお言葉です。

　　　　東山公園は指定地内に私有地が多いそうですが、やはり竹の猛威を見せ付けられて、この状態で3

年経つと周辺の樹木が駆逐され、終には公園の雰囲気が無くなってしまうと感じました。出来るだけ

早い時点で、総合的に管理できる状態になると、地域の環境が守られると思います。

しかし、元来、竹は有効な建材であり、食材の貴重な源として中国から輸入されたのが、今は人間

の勝手な都合で活用せずに、邪魔物扱いになっている。人間って傲慢ですね。なんだか今回の調査は、余分な事も考えさせられてしまった。

　　　○フタツ池付近の屋敷近くに植えてある柿の木にはヒヨドリの食害避けの網がかぶせてあったり、稲刈
り中の田んぼにはスズメが群がってたり、池にはこの時期、コガモが飛来していて、我々の姿を見て
池の反対側へと静かに去って行く様子や、ハクセキレイの飛び交う姿は、稲刈り用のコンバインの音
が聞こえなければ百年前と同じかなという感じでした。
　　　　　一方、ハザマ池や中津池は住宅に近く、池は小さく、周回遊歩道も有り、一部は釣り堀としても使
ってたりで、人専用の感じでした。観た動物はカメと猫でした。
　　　　　東山公園はヒヨドリの鳴き声が賑やかでした。公園の殆どが私有地で地主さんの好意で地元の方が
使ったり、枯れ木等の始末をしているそうですが、林の中には一部周りの樹木を枯らしかけてる竹林
が有り、管理は大変だろうなと感じました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　○溜池４か所と公園一か所を観察しましたが、岸和田市の特徴として市街地と自然が適当に混在し
　　　　ていることはこの地区でも良く判りました。素晴らしいことだと思います。
とは言いながら、果たしてうまく調和しているかどうかは難しいところです。
溜池近くの土地の人の話では２０年ほど前と比べると植物の種類も飛来してくる野鳥の数や種類もかなり減少しているとのこと。
又、車の増加と道路の新設により気象状況も変化して朝夕に見られた霧の発生がほとんどなくなったと言っていました。
　　　　都市機能の発展と自然保護の調和をどのように考えるのか。これは市のマスタープランにも係わる
ことなので軽率な判断はできませんが、少なくとも自然を在りのままに残すということは、何もしな
いで放置しておくこととは違うということはハッキリ認識して貰いたいと思います。
私達の観察結果が良い形で行政に生かされることを期待します。
　　　○クズコ池の端の草叢で、園芸品種のオキザリスが、濃いピンクの花を咲かせているのを見かけました。

昨今のガーデニングブームで、今までにはなかった園芸品種が数多く庭に植えられていますが、その

中から、在来の草木を駆逐する勢いを持った品種が、種を飛ばして、植生に変化の起きる可能性はな

いのかしらと、ふと気にかかりました。
自然の生態系を守り、維持しつつ、人が暮らしの中で自然を利用していく事は、そのバランスを保

つことが本当に難しいと、改めて思いました。
○フタツ池とクヅコ池に行きました。

フタツ池では岸のほとんどがコンクリートで護岸工事され、生き物や水生植物の姿はほとんどみられませんでした。

逆に、次に行ったクヅコ池では、コンクリートによる護岸工事がほとんどなく、岸辺に蓮の仲間と思われる水生植物や小魚の姿が多く見られました。

次に東山公園の北側の親水護岸も含めて周囲全てがコンクリートで護岸工事されているハザマ池

に移動しました。コイやオオクチバス、ミシシッピアカミミガメなど、生き物の姿が多く見られましたが、ほとんどが外来種でした。この池では、釣りを楽しむ方々が多くいました。　　

ハザマ池のすぐ東側にある中津池は、谷をせき止めて作られたダムのような溜池でした。ここでは、

　　　　生き物の姿は見られませんでしたが、常緑の木がコンクリート化されていない岸に多く生育していました。

　　○前回の摩湯山古墳と比べると、本来の植生に人が竹を持ち込んだかどうかの差が森の風景を変えてい

　　　るようです。

今回の調査では、人の営みが植生や自然環境に大きな影響を与える好例を見ることができました。

私は、今後も人と自然の関係について考えていきたいと思います。

（3）確認した植物、野鳥
　　　○植物　ボロギク、オキザリス、セイタカアワダチソウ、イタドリ、マルバルコウソウ

　　　○野鳥　スズメ、コガモ、ハクセキレイ、ヒヨドリ、

　　　○水中生物　コイ、オオクチバス、ミシシッピアカミミガメ

　（4）問題点

　　　○竹の猛威

　　　○市街地と自然が上手く調和しているかどうか疑問である。

（5）提案

○自然を在りのままに残すということは、何もしないで放置しておくこととは違う。
　






















































































































































































































































































































































































































































































































































































◆長池
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◆中津池





●東山公園





岸和田牛滝山貝塚線





◆フタツ池





◆クツゴ池
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摩湯町





JR 久米田駅


まで約3Km





三田町





◆三村池





◆ミウラ池





◆ハザマ池
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東ケ丘町





◆林池





◆摩湯山古墳





◆今池
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摩湯山古墳 全景
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盗掘の跡のようです。少し窪んでいます





学芸員さんの説明を熱心に聞いています！！
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　　　史跡の石碑





埴輪のカケラです





八大竜王の祠
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オキザリス





フタツ池
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中津池





市街地を望む
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竹に淘汰されたと思われる倒木





竹林化で談義





バス停　東山公園
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